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経筒にみえる宋人銘墨書と「綱首」

―広東省南華寺出土五百羅漢銘文「広州綱首」をめぐって―

石　黒　ひさ子※

　はじめに

経筒には願文等が刻文されたものが相当数出土している。九州で発見された紀年銘のある経塚とし
て 1985 年段階でまとまめられた総数は 119 カ所であるが、そのうち紀年判明の根拠が経筒の記銘
であるものが 104 カ所である（小田富士雄（1986））。この中にもごく僅かであるが記銘が刻文で
なく墨書の場合がある。経筒には紀年銘以外にも宋人名とみられる墨書のあるものがあり、これは北
部九州における特徴的な事象と考えられている（森井啓次（2008））。本論では森井氏の整理から経
筒における宋人銘墨書内容を確認し、そこから見える「綱首」の問題について、中国で出土した「広
州綱首」を合わせて検討したい。

　１．経筒における宋人銘墨書

宋人墨書銘のある経筒は、小田富士雄（1966）、宮小路賀宏（1999）をもとに森井啓次（2008）
が一覧している 1）。宋人墨書銘のある銅製経筒が 5 点、陶製経筒が 6 点である。

銅製経筒は形式で分類すると四段輪積式経筒が 4 点、三段輪積式経筒が 1 点となる。
①出光美術館蔵「李太子」銘四段輪積式経筒。福岡市今宿出土と伝えられている。筒身内面に「李

太子為□母尼妙経為往生施入如右」、筒身外面「為尼妙経尊霊往生施入　保延二年十月廿一日乙卯李
太子之」（保延二年：1136）という墨書銘文がある（小田富士雄（1980））。

②九州歴史博物館蔵「徐工」銘四段輪積式経筒。福岡県粕屋郡久山町の首羅山遺跡にある白山神社
からの出土品と伝えられるものである。経筒台底の天板下に「徐工」の墨書名前がある。経筒筒身の
刻文銘文には天仁二年（1109）の紀年がある（宮小路賀宏（1999））。

③奈良国立博物館蔵「陳」銘四段輪積式経筒。福岡県の出土と伝えられる。台座裏に「陳」他の墨
書があるが、「陳」以外の文字の判別は困難である。経筒筒身の刻文に保延七年 (1141 年 ) の紀年が
ある。また刻文には「勧進延暦寺僧定尋俗姓大神長寿丸」ともあり、延暦寺僧の勧進によるものであ
ることがわかる（『聖地寧波』（2009））。
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01）	 宮小路賀宏（1999）は森井啓次氏より直接教示いただい

たものである。
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④九州国立博物館蔵「陳」銘四段輪積式経筒。九州国立博物館平成 18 年度購入品で、元の所有者
の入手経緯は不明であるが、伝宇佐地域出土ともされている。経筒筒身に「奉□我□法□□□陳　（一
行不明）　保延五年十月□日　勧進僧□□」、蓋裏に「陳□□」（保延五年：1139 年）の墨書銘文が
ある（森井啓次（2008））。

⑤英彦山神宮蔵「王七房」銘三段輪積式経筒。発掘調査で福岡県田川郡添田町英彦山北岳の経塚よ
り発見された。台座裏面に「王七房」の墨書銘文がある（宮小路賀宏（1985））。

陶製経筒は森井啓次（2008）本文に紹介されるものは 7 点あり、九州歴史資料館（2012）によ
り 2 点が追加できる。

⑥所蔵不明「李」銘陶製経筒。筑後地域出土と伝えられている。蓋裏に「李」の墨書銘がある（小
田富士雄（1966））。

⑦太宰府天満宮蔵「荘綱」銘陶製経筒。福岡県太宰府市四王寺山麓の観世音寺付近で発見されたも
のである。台底裏に「荘綱」の墨書銘がある（小田富士雄（1966））2）。

⑧九州国立博物館蔵「陳」銘陶製経筒。九州国立博物館平成 18 年度購入品で、元の所有者の入
手経緯は不明であるが、伝四王寺出土ともされている。台底裏に「陳」の墨書銘がある（森井啓次

（2008））。
⑨九州歴史史料館蔵「陳」銘陶製経筒。出土地は不明である。蓋裏に「陳」の墨書銘がある（九州

歴史資料館（2012））。
⑩遠賀町教育委員会蔵「仁」銘陶製経筒。福岡県遠賀郡遠賀町豊前坊経塚から出土した。同じ型の

経筒 3 点の蓋裏と台底裏にそれぞれ「仁」の墨書銘がある（宮小路賀宏（1996））。
⑪国玉神社蔵陶製経筒「花押」銘陶製経筒。福岡県豊前市求菩提山経塚上宮 21 区から出土した。

蓋裏に花押状の墨書がある。単純な花押であり、宋人の花押と推測される（九州歴史資料館（2012））。
⑫九州大学考古学研究室蔵「□綱」銘陶製経筒。出土地は不明である。台座裏に「□綱」の墨書銘

がある（森井啓次（2008））。
宋人銘墨書のうち、①と④の銅製経筒では、願文に中国姓の人物が登場している 3）。だが、②、③

の銅製経筒では、台座裏に見える中国姓の人物は刻文にはみえない。この場合には経塚の造営に直接
関わったのではなく、経筒を商品として取り扱った、あるいは製作した宋人の記銘であることが考え
られる。

陶製経筒では願文はみえず、台座裏または蓋裏の銘記である。特に⑦と⑫には「綱」の字があるこ
とが注目される。「綱」は博多出土の墨書陶磁器に多く見られ、「綱首」をトップとする貿易にかかわ
る集団を指すものと考えられる（石黒ひさ子（2018））。陶製経筒は中国で注文製作されたものが日
本へ輸入されたと考えられ、そこに見える宋人墨書銘は経筒の輸入にもかかわった人々であるといえ
る。

経筒における墨書銘の数は少ないが、墨書のほとんどは宋人に関わるものである。その中に⑦の「荘
綱」があることから、「綱」が経筒の造営に何らかの関わりがあったことも考えられる。「綱首」は「綱」
組織を代表する者であり、九州北部には「博多綱首」のいたことが文献上にも知られている。経筒に
おける墨書銘は「博多綱首」が経筒の造営やその埋納品の手配に関わっていたことを示す資料でもあ
る。

日本においては「博多綱首」という名称は宋人商人集団とそれを率いる有力商人を示すものとして
02）	「荘綱」銘陶製経筒は 3 件の経筒が同時に出土している。
	 「荘綱」墨書銘のあるものの他、「天水元」墨書銘があるも

の、墨書のないもの、の 3 件である（小田富士雄（1966））。

 03）	願文に宋人名のある刻字銘文として、福岡県粕屋郡須恵町
観音谷経塚出土「宋人馮栄」銘銅製二段輪積経筒がある（蔵
田蔵（1966））。
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用いられているが、実はこの用法には疑問もある。次にその問題を整理したい。

　２．「博多綱首」をめぐって

博多綱首に関わる資料は林文理（1994）によって整理されている「博多綱首」の見える事例は次
の二点である。

①「博多綱首謝太郎国明」（『歴代鎮西要略』貞永元年（1232）条、『増補歴代鎮西要略』所収）この「謝
太郎国明」はすなわち「謝国明」であり、僧円爾を保護するものとして表記される人物である。

②「博多綱首張興、同綱首張英」（「八幡箱崎宮造営材木目録」石清水文書〔建長五年（1253）記載〕『鎌
倉遺文』第十巻所収）。張興には「御分通事」、張英には「号鳥飼二郎船頭」の注記がある。日本式の
氏名と「船頭」という注記は、博多在住の宋人商人が日本名も持っていたこと、「綱首」が船頭を同
義であることを示すものである。この「張興」と「張英」は箱崎宮大神殿の玉垣をつくるものとして
登場している。

①・②とも、編纂された史料にある名称とはいえ、ここに見える「博多綱首」は本人が自称したも
の、あるいは周辺が呼称したものである。後から見るように、中国の史料にみえる「綱首」とは性格
が異なることに注意したい。

中国における「綱首」については、斯波義信（1968）が指摘するように『苹洲可談』巻二に次の
記載がある。

　　甲令，海舶大者數百人，小者百餘人，以巨商為綱首，副綱首，雜事，市舶司給朱記，許用笞治
其徒，有死亡者籍其財。

ここから見ると、「綱首」以下、副綱首、雑事は巨商から選ばれ、市舶司より船内での刑罰権と財
産処理権が保証される。「綱首」と認められるには市舶司の許可が必要だったのである。そしてこの
内容と呼応するように、「綱首」が市舶司に許可されたものであったことを示す史料が日本で記録さ
れた『朝野群載』巻二十異国にある。これは宋から日本にもたらされた「公憑」の記録である。「泉
州客人」の「李充」という人物が明州の「提挙両浙路市舶司」に「公験」を求め、それに市舶司が「公拠」
を与え、李充を「綱首李充」として崇寧四（1105）年 に発行された「公憑」である（森克己（1938）・
河辺隆宏（2011））。

ここから理解されることは、宋代の「綱首」は単に大規模な商人というだけではなく、市舶司に保
証される資格を有する者であって、『萍州可談』にいう「朱記」、『朝野群載』が記録する「公憑」で
それを証明する、ということである。中国で編纂された史書、例えば『宋史』には「諸市舶綱首」（食
貨志）、「広州南蕃綱首」（外国列伝三仏斉国）、「明州綱首」（外国列伝日本国）、「高麗綱首」（外国列
伝高麗国）がある。「諸市舶綱首」とは「市舶司で認めた綱首」の意味であり、「広州南蕃綱首」と「明
州綱首」の広州、明州は市舶司の設置都市である。「広州南蕃綱首」は「南蕃」の前にさらに「広州」
があることから、広州市舶司によって南蕃交易を認定された綱首といえるだろう。「高麗綱首」も同
様に市舶司によって高麗との交易を許可されたものと見ることができる。
「高麗綱首」については、『宋史』外国列伝高麗国の宋紹興二（1332）年「高麗綱首卓栄」、同宋

紹興二（1132）年「高麗綱首徐徳栄」が、『高麗史』世家の仁宗九（1131）年に見える「宋都綱卓
栄」、毅宗一六（1162）年、一八（1164）年等に見える「宋都綱徐徳栄」と同一人物と見なせるこ
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とが指摘されている（須川英徳 1977、榎本渉 2007）。ここから見ても、「高麗綱首」は宋から許可
を得て高麗に渡った人物であったと考え得る。
『宋史』に見られる「○○綱首」の表記は、綱首を認定した市舶司の地名であり、「広州南蕃綱首」

や「高麗綱首」のように交易相手国を含む場合もある、と整理できる。これから見ると、「博多綱首」
の用法は大きく異なっている。林文理（1994）は「日本の史料にみえる「綱首」は間違いなくすべ
て中国人を指」すと指摘し、「博多綱首とは、博多に居住する中国貿易商人で、商船の船主ないし船
長と考えられる」とする。「博多」は綱首当人の中心的な活動の場であって、当然ながら、博多に宋
の市舶司は存在しない。
「博多綱首」が宋の市舶司で「綱首」と認定された人物に由来することは想像される。だが「博多綱首」

という用法は、『宋史』に現れた「○○綱首」の用法とは異なる。日本国内の史料に表れる「博多綱首」
は日本国内で本人の自称あるいは周辺からの呼称として用いられた、実はかなり独特な表現と言える
のである。

この表現は日本・博多に居住した宋商人の創作によるものといえるのだろうか。「綱首」を自ら名
乗った事例は、実は中国にも存在する。広東省韶関市にある古刹南華寺に保存されていた宋代の五百
羅漢木像銘文の「広州綱首」がそれである。これは羅漢像を施入した人物名として刻まれたものであ
り、交易とは直接関係ない。施入者の所在や身分を確定する情報の一つとして「綱首」自らが自称し
たものであり、「博多綱首」の用法に近い。そこでこの資料について次に検討する。

　３．一地域を拠点とする商人の自称としての綱首の事例
　　　　－広東省韶関市南華寺宋五百羅漢木像銘文「広州綱首」－

①南華寺概論
「広州綱首」が刻まれた宋五百羅漢像は広東省韶関市にある南華寺で発見されたものである（『南華

寺』（1990））。南華寺は南華禅寺とも言われ、禅宗六祖慧能が伝法した法林寺に由来する著名な古
刹であり、「六祖真身」、すなわち慧能の即身仏のあることでも知られている。唐代の寺志『大唐韶州
双峰山曹渓宝林伝』（以下『宝林伝』と略称）、明代に編纂された『南華志』、明末から清初にかけて
複数の修訂が行われた『曹渓通志』は佚文のみで現存しないが、道光一六年（1836）編纂の『曹渓
通志』は現存し、2000 年には宗教文化出版社より『新編曹渓通志』が発行されている（苗儀・張暁
寅（2011））。

それらによると、寺の由来は南朝梁武帝天監元年（502）にインド僧智薬三蔵が五台山参拝の中途
に韶州曹渓口の村に立ち寄り、宝林寺を建てた、という。これは日本に将来された写本『曹渓大師
伝』（『曹渓大師別伝』）にも同様の説があり、慧能の出現を予言させる言説にもなっている（石井修
道（1988））。

慧能はその生前から著名であり、宝林寺の名も唐皇帝からの賜額により「宝泉寺」となっている。
『宋高僧伝』巻八によると、招聘を受けた慧能は、自身は病気を理由として長安へ向かうことはなかっ
たが、当時の皇帝であった武則天より摩納袈裟・編珠の鉢・織成經巾・緑質紅暈花綿巾・絹五百匹が
下賜されている。そして神龍三年（707）に「宝泉」の賜額を受けている。神龍三年は武則天死後と
なるので、唐中宗からの賜額である 4）。この後、『唐大和上東征伝』でも、天宝九載（750）に鑑真
が海南島への漂着から揚州への帰途に立ち寄った寺として宝泉寺の名が見える 5）。

その後、宋が成立して間もない太平興国三年（978）に勅令により南華寺に改称され 6）、この名称
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が現在まで続いている。中華人民共和国成立後にも修繕が加えられ、1976 年には南華寺文物管理処
が成立し、1990 年には主要な文物を紹介する報告書が刊行された（『南華寺』（1990））。南華寺で
最も著名な文物は慧能の即身仏「六祖真身」であり、これは現在も南華寺に安置されている。早い時
期の文物には皇建元年（560）銘銅仏像がある。皇建は北斉孝昭帝の年号であるが、南華寺にもたら
された由来は不明である。六祖真身と並び、千仏の刺繍が施された「六祖袈裟」（「千仏袈裟」）も唐
代の文物とされ、武則天・中宗からの下賜品ではないかとも推測される 7）。このほか、隋唐代鉄仏像
3 体・宋鉄仏像 1 体・明代仏像 6 体・明四天王木彫像 1 体・大宝 7 年（964）銘鉄鐘（南漢代）・乾
道 3 年（1167）銘大銅鐘（南宋孝宗時期）・至元 4 年（1338）銘大鉄鍋（元恵帝時期）・明代鉄鼓
といった文物、明代に複製された唐武則天万歳通天元年（696）聖旨・パスパ文聖旨（元代）・明正
統十年（1445）勅書（明代）・金書華厳経（明代）・蒙蔵文勅書（清代）の文書類が『南華寺』（1990）
には紹介されている。これらはいずれも南華寺が慧能以降も歴代多くの信仰を集めていたことを示
す実物資料である。しかし『南華寺』（1990）でその紹介に最も多くの頁が使われている文物は宋
五百羅漢木像である。

五百羅漢は 1963 年の広東省文物管理委員会の調査で発見された。この羅漢については、1918 年
頃に南華寺内で見聞された報告があり（鄧爾雅（1933））、常盤大定・関野貞（1939）第三輯・解
説巻三南華寺では第三門（額・羅漢楼）に「楼上に五百羅漢がある」、大雄宝殿に「内部は三尊仏を
中心とし、中尊の左右に羅漢があり、三尊の左右に観音がある。左右両側に十六羅漢に二躯を加へて
十八体とする」8）、という。『南華寺』（1990）には 1936 年に大雄宝殿が新築された時に、ほとん
どの羅漢像が大雄宝殿に安置された三体の金身大仏胎内に納められ、その後存在が忘れられたとある
9）。1963 年の調査では総計 360 体の羅漢木像が再発見され、そのうち 154 体に銘文が確認できた
という 10）。銘文の記載から、羅漢像は北宋仁宗時期の慶暦 3 年―8 年（1043 － 1048）に雕造さ
れたことが判明した。木像に使用された樹種は大多数がコノテガシワ、その他にクスノキ、ビャクダ
ンがある。そして、この羅漢像銘文に「広州綱首」が見られるのである。
②南華寺五百羅漢銘文と「広州綱首」
南華寺「五百羅漢」は現存 360 体である。南華寺には明・清代に羅漢楼のあった記録はあるが、

清以前の文献・碑文に宋代の五百羅漢の記録がなく 11）、これが本来 500 体による五百羅漢であった
かの確証は現在までのところ存在しない。だが、この羅漢像ついてこれまでに検討している『南華寺』

（1990）・黄玉質（1985）・張栄芳（1999）ではいずれも「五百羅漢」として扱っているため、本
稿でもそれに従って五百羅漢と呼称する。
『南華寺』（1990）に掲載された銘文を一覧したものが附表である。編号は『南華寺』（1990）に

 04）	『宋高僧伝』巻八「武太后孝和皇帝。咸降璽書。詔赴京闕。
蓋神秀禪師之奏擧也。續遣中官薛簡往詔。復謝病不起。子
牟之心敢忘鳳闕。遠公之足不過虎溪。固以此辭。非邀君
也。遂賜摩納袈裟一縁鉢一口編珠。織成經巾緑質紅暈花綿
巾絹五百匹充供養云。又捨新興舊宅爲國恩寺焉。神龍三年
（707）勅韶州可修能所居寺佛殿并方丈。務從嚴飾。賜改
画像額曰法泉也。」

 05）	『唐大和上東征伝』「韶州官人迎引、入法泉寺、乃是則天
為恵能禅師造寺也、禅師影像今現在。」

 06）	『宋高僧伝』巻八「太平興国三年今上勅重建塔。改爲南華
寺矣。」

 07） 『南華寺』（1990）は『曹渓通志』を引いて、中宗による
下賜品の可能性を指摘する。しかし『曹渓大師伝』に掲載
される孝感皇帝（粛宗）の乾元元年（756）勅書・宝応元
皇帝（代宗）の永泰元年（765）勅書によると、慧能遷化後、
慧能伝法の袈裟が乾元元年に長安へもたらされ、永泰元年

に曹渓へ返還されたとあり（石井修道（1988））、「六祖
袈裟」はこの袈裟の可能性もある。

 08）	常磐大定・関根貞（1939）第三輯図版第 39「羅漢門」、
図版第 40「大雄宝殿」は建物全体像のみで、羅漢像の図
版はない。常磐らの南華寺踏査時期は昭和三年（1928）
12 月－昭和四年（1929）1 月。

 09）	『南華寺』（1990）所載「北宋木彫五百羅漢造像発現記」
による。注記に『菩提流動月刊』曹渓専号（曲江泰興印刷
局、仏歴二九七六年印、菩提流動学会発行）によるとある
が、未見。

 10）	『南華寺』（1990）所載「北宋木彫五百羅漢造像発現記」
による。黄玉質（1985）では痕跡も含めて銘文が確認で
きるもの 282 体、そのうち文字がほぼ読めるもの 168 体
としている。

 11）	『南華寺』（1990）所載「北宋木彫五百羅漢造像発現記」
による。
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従い、表中に存在しないものは、『南華寺』（1990）において言及されないものである。「広州綱首」
は附表 9・24・35・36・41・66・170・187 に見える。「広州綱首陳徳安」が 4 体、「広州綱首樊密」
が 4 体である。総数には不明点があり、黄玉質（1985）では陳徳安は 8 体、樊密は 6 体、張栄芳（1999）
によると陳徳安は 7 体、樊密は 5 体となっている。66 を例に文章の構造を確認する。

　　広州綱首陳徳安，収贖尊者南華寺供養，奉為先妣梁十五娘早生天界。丁亥二月日題

「広州綱首陳徳安」は羅漢像の施入者の紹介である。「収贖尊者南華寺供養」は羅漢像を南華寺へ施
入する宣言である。「奉為先妣梁十五娘早生天界」は施入に当たっての願文である。「丁亥二月日題」
は施入の期日を示す。つまり「施入者の自己紹介」－「施入宣言」－「願文」－「期日」という文章
構造になる。この構造は一部省略されるものもあるが、『南華寺』（1990）で確認できる銘文は基本
的にこの構造である。

これと異なるのは附表 25・252 である。

　　慶暦八年正月広州第一廂，女弟子譚一娘，舎尊者一位入南華禅寺。 永楽二十年□月，曲江河
西信官董□□重粧。 成化十七年正月，弟子蕭道聰重粧飾（25）

　　皇宋慶暦七年丁亥歳，広州男弟子林士明□（252）

25 にある「永楽二十年」、「成化十七年」から、これは宋代の刻文ではなく、明代に再刻されたこ
とが明確である。25 は宋慶暦八年（1048 年）の「譚一娘」による施入記載のあったものを、永楽
二十年（1422）「董□□」が修繕し、さらに成化十七年（1481）にさらに「蕭道聰」が修繕している。
つまり、「蕭道聰」が修繕する時に、もとの施入者も記録した上で刻文を作り直し、その時に時系列
をはっきりさせるために期日から記載を始めたものである。252 は後半部分が不明であるため確定
できないが、25 の事例や冒頭の「皇宋」から、これも宋代より後代の修繕による刻文の可能性がある。

附表 49 も明代成化十七年の事例である。

　　河西廂善政坊奉佛弟子彭普応同妻曹氏，男佛才佛貴装尊者，祈愿夫妻偕老，児女繁昌，世世生
生常親佛会者。成化十七年九月吉日日記

これは、北宋慶暦年間の表現とはかなり異なるが、文章の構成はやはり「施入者の紹介」－「施入の
宣言」－「願文」－「期日」の順序である。「貴装尊者」から、これもやはりすでに存在していた羅
漢像を再装飾したものと考え得る。これはもともと銘文がなかった像、または前の銘文を削除した上
で、新たに銘文を入れたのだろうか。その場合にも施入願文の文章構造が大きく変わっていないこと
は興味深い。

五百羅漢像に施入文が残る事例としては、画像であるが大徳寺伝来五百羅漢図の銘文が著名であ
る。『聖地寧波』（2009）・『大徳寺伝来五百羅漢図』（2014）により銘文の全容が明らかになってい
る。例として№ 12 を挙げる 12）。

万令郷老界青山上保女弟子謝二十娘施財畫此入恵安院常住供養功徳随心圓満戊戌淳熙五年幹僧義紹
 12）	以下の大徳寺伝来五百羅漢図銘文は『大徳寺伝来五百羅漢 図』（2014）による。
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題林庭珪筆

「万令郷老界青山上保女弟子謝二十娘」は施入者の紹介である。「施財畫此入恵安院常住供養」は施
入の宣言である。「随心圓満」は願文である。「戊戌淳熙五年」は施入の期日である。「幹僧義紹題林
庭珪筆」は題字を記入した僧侶と羅漢像を描いた作者名である。文章の構造は「施入者の自己紹介」
－「施入宣言」－「願文」－「期日」の末尾に題字・絵画の作者が加えられたものであり、これも南
華寺五百羅漢像の刻文とほぼ同じ文章構造である。南華寺五百羅漢像に見られる施入期日は北宋・慶
暦五年（1045）から慶暦八年（1048）であり、この銘文にみえる南宋・淳熙五年（1178 年）と
は一世紀以上離れているが、施入願文の構造は変わっていない。
「広州綱首陳徳安」・「広州綱首樊密」は施入者の自己紹介部分である。「陳徳安」・「樊密」は施入

者の姓名である。その前にかかれた「広州綱首」は何を意味するのだろうか。附表の事例を確認する
と、姓名の前に広州の住所が書かれた施入者が存在する。附表 22 を例として見る。

　　広州第一廂第二界居住女弟子秦九娘，抽舎浄財，収贖羅漢一尊，入韶州南華寺供養，乞保平安。
慶暦七年二月置

「広州第一廂第二界居住女弟子秦九娘」は「広州第一廂第二界に居住する女の仏教信者である秦九
娘」の意味であるから、「広州第一廂第二界」は「秦九娘」の居住地である。上記でみた大徳寺伝来
五百羅漢図№ 12 の銘文でも「万令郷老界青山上保女弟子謝二十娘」の「万令郷老界青山上保」は「謝
二十娘」の居住地とみられる。張栄芳（1999）によるとこのような住所表記のあるものは 17 体あ
り 13）、北宋広州の都市制度が「廂」と「界」によるものであったことの根拠とされている。

施入者には広州以外の出身で広州に居住するものもいる。附表 55 を例として見る。

　　泉州寄広州弟子陳有成同妻呉二十五娘，為母親舎尊者入南華供養。八年題。

施入者は「泉州寄広州弟子陳有成同妻呉二十五娘」であり、「陳有成とその妻の呉二十五娘」は「泉
州出身で広州に居住」している。附表 224 には潮州出身者もいる。

　　潮州客人弟子張□□，今在広州住止，同妻鄭氏一娘并男女等，収贖尊者八位，舎入韶州南華寺
永充供養。丁亥歳十二月日□

また広州以外の地名のみを記すものもあり、羅漢像施入者の広州以外の出身地として確認できるも
のには、泉州・連州・衢州・潮州がある 14）。ここから冒頭に「広州」を記載するものは、広州出身
とみることができるだろう。また附表 26・176 のように「大宋国」「大宋」を冠しているものもある。

大徳寺伝来五百羅漢図銘文にも居住地と出身地が異なることを記載した№ 64 のような事例があ
る。淳熙甲辰は淳熙 11 年（1184）にあたる。

 13）	『南華寺』（1990）所載「北宋木彫五百羅漢造像発現記」
に よ る と 4・13・22・25・26・28・39・50・54・
57・129・144・157・161・196・208・265 の 17
体が挙げられている。そのうち『南華寺』（1990）に銘
文が掲載されているのは 4・13・22・25・26・157・

161・265 である（附表参照）。
 14）	『南華寺』（1990）所収「北宋木雕五百羅漢像発現記」で

は泉州出身者 14 人、連州出身者 13 人、衢州出身者 3 人、
潮州出身者 2 人とし、張栄芳（1999）は泉州出身者 15 人、
連州出身者17人、衢州出身者3人、潮州出身者3人とする。
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　　通州静海縣寄居平江府長洲縣樂安下郷〔不明〕住〔不明〕居賢捨功徳一幀入明州恵安院常住供
養追薦亡〔不明〕氏尊魂超生佛界淳熙甲辰季冬望日幹僧義紹題〔不明〕

　以上に見ると「施入者の紹介」は「出身地、居住地＋姓名」という形式が基本といえる。
　それにあてはまらない附表の事例は次のようになる。

　　広州宝光寺□比丘道緣舎一尊供養、追□考妣、各愿生界（16）
　　広州開元寺僧思議、舎羅漢一尊入南華寺供養、□□佑□□□（87）
　　女弟子黄四娘、舎尊者入南華寺供養。奉為先考黄五郎、亡娘張二娘生界（42）
　　女弟子楊氏八娘、収贖彩絵羅漢□□、保安楽、永充供養（53）
　　女弟子王氏五娘、収贖尊者一躯、舎入南華寺充供養。歳次丁亥謹記（169）
　　清信弟子余慶同妻鄧五娘、孫子師姑、舎羅漢一尊、入南華寺永充供養。丁亥歳謹記（180）
　　女弟子安氏一娘、舎銭雕造羅漢入南華寺供養、追荐亡夫□知兵馬使何二郎□界。丁亥歳五月日
　　（260）
　　広州会首弟子楊仁禧、抄到弟子潘文立、舎尊者入南華寺供養奉為先考生界。丁亥三月日（179）

　　　広州会首弟子楊□□、抄到女弟子呉氏十二娘、舎尊者南華寺供養、荐考生界。二月題（163）

16・87 は「広州＋寺名＋僧名」となっていて、僧の居住地も寺であるから、「居住地＋姓名」の範
疇に入る。42・53・169・180・260 は居住地を書かずに仏教徒であることと姓名のみを名乗って
いる。居住地を名乗らない場合の理由は不明だが、180 は「余慶とその妻鄧五娘」に加えて「孫子師姑」
とあり、親類縁者も施入額の一部を負担していることが想定される 15）から、居住地が複数となって
明示できなかったとも考えられる。260 で注意すべきは「追荐亡夫□知兵馬使何二郎□界」とある
願文部分で、施入者「安氏一娘」の亡夫が「□知兵馬使何二郎」と「官職＋姓名」の形式で紹介され
ることである。『南華寺』（1990）に確認てきる羅漢像銘文には他に「官職＋姓名」の記載はない。
唯一の事例がこの願文に含まれるものである。施入者が官職を持っていたか否かは銘文からは判明し
ないが、施入者の紹介は「居住地＋姓名」が基本だったといえるだろう 16）。

注目されるのは 179・163 の「広州会首」である。これは「広州綱首」とも似た表現である。黄
玉質（1985）の注記によると、「広州会首弟子楊仁禧抄到」が施入者の紹介部分にある羅漢像は多
くあり、この銘文の「広州会首弟子楊仁禧」は銘文のある羅漢像の施入者ではなく、「抄到」以下は
施入者であるとみる。張栄芳（1999）も宋代都市住民には様々な結社の習俗があり、同業者間でも
同様であったことから、「会」はそのような市民間の結社を指すことを指摘している。その上で、黄
玉質（1985）の注記にあるのと同じく、「広州会首弟子楊仁禧」は南華寺に羅漢像を寄進する「会」
を組織した人物とみる。つまり「広州会首弟子楊仁禧」とは「南華寺羅羅漢像寄進会の代表である仏
教徒楊仁禧」となる。「抄到」は書写するという意味から、「仏典を書き写すような具体的な作業に従
事する」とも理解でき、「代表楊仁禧の下で寄進会の具体的作業に従事している」人物がそれぞれ自
らも羅漢像の施入したものとなる。『南華寺』（1990）には 2 件しか紹介されていないが、この事例
は他にも多数存在しているということから、この「会」にはかなりの構成員がいて、そこから施入者
になっている者の銘文例が 179・163 ということになる。

以上から見ると、冒頭に「広州綱首」のある事例は、施入者の自己紹介の、居住地を示す部分が「綱
 15）	南華寺羅漢像銘文には他に同様の事例がなく確定できな

いが、通例では「孫子」は子孫、「師姑」は尼僧となるので、
縁戚にあたる尼僧も共に施入したのではないだろうか。

 16）	黄玉質（1985）は身分として「郡武軍」を名乗る軍人が
いると指摘するが、『南華寺』（1990）に該当する銘文の
掲載はない。
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首」となった、やや特殊な事例となる。「綱首」が巨商から選ばれ、市舶司の許可により船内での刑
罰権と財産処理権が保証されることを示した『萍州可談』は北宋・宣和元年（1119）の成書であり、
作者朱彧の父朱服が広州で官職にあった北宋・元符二年 (1099) から北宋・崇寧元年 (1102) 頃の見
聞によるものとされる。『朝野群載』記載の「公憑」は北宋・崇寧四（1105）年 に発行されたもの
である（河辺隆宏（2011））。南華寺五百羅漢像銘文は北宋・慶暦五年（1045）から慶暦八年（1048）
に書かれたものであるから、『萍州可談』が記録した時代より半世紀ほど早いものとなる。

南華寺に羅漢像を施入した「綱首」について、羅漢像の銘文に他の情報はない。しかし、二人確認
できる「綱首」はいずれも複数の羅漢像を施入できる経済力を持っていたことは確かであり、『萍州
可談』にいう「綱首」と同じく、船団を率いて貿易を行う巨商だったことが想定される。そして羅漢
像に刻まれた銘文の文章構造から、「広州綱首」は施入者が自らを紹介するために自称したものであ
ることも明らかである。日本中世の文献に見られる「博多綱首」の用法と同じく、「広州を拠点とす
る貿易商人」として「広州綱首」を名乗っていたと言えるだろう。
「綱首」は市舶司が許可するものであると同時に、中国においても商人が自ら拠点とする地域を冠

して「広州綱首」のように自称することが可能であった。この用法が存在していたからこそ、博多に
拠点を構えるようになった中国商人が自ら「博多綱首」を名乗るようになったとも言える。「綱首」
が同時代の文字資料として見える事例は南華寺五百羅漢像のみだが、「綱」に関わる墨書陶磁器は博
多遺跡群を始め複数確認でき（石黒ひさ子（2018））、陶製経筒にも「綱」、「荘綱」の事例がある。
南華寺五百羅漢像の「広州綱首」銘は、これらの「綱」を率いた「綱首」の実在を示す一次史料なの
である。

　おわりに

経筒への宋人墨書の事例は多くはないが、いわゆる「博多綱首」が経塚造営や経塚埋蔵品の納入に
関わっていたことを示すものである。海を越えた貿易には海難を始めとした危険は避けて通れず、航
海の無事や商売の繁栄を願う宗教行為を重要視することは当然といえる。北九州を中心に出土する
陶製経筒は中国製品であり、その輸入を担う博多綱首は商品として経塚への埋蔵品を取り扱うととも
に、仏教への信仰が篤かったといえる。同様に「広州綱首」もまた南華寺へ複数の羅漢像を施入でき
る経済力と仏教への篤い信仰を持っていた。

　「大徳寺伝来五百羅漢図」は南宋・淳熙一五年（1188）までに製作されたもので、東銭湖地域
の水陸会に関わって明州恵安院に施入されたこと、天台山方広寺示現の五百羅漢信仰に由来すること
が指摘されている（井出誠之輔（2014））。南華寺五百羅漢像は北宋時期から盛んになった五百羅漢
造像の現存する最古のもの（『南華寺』（1990）である。「大徳寺伝来五百羅漢図」と南華寺五百羅
漢像に直接の関係性はないが、いずれも施入者の銘文が残され、その比較研究が可能である。

また井出誠之輔（2014）は「大徳寺伝来五百羅漢図」№ 82「卵塔涌出」・№ 81「舎利光の奇瑞」
を羅漢が釈迦の教えともにその舎利自体をも護持する役割を担っていたことから舎利信仰との関わり
を示すものとし、注記において「卵塔涌出」と薩摩塔との関連も指摘する。薩摩塔は近年、北部九州
での発見が相次ぎ、明州周辺の石造物との類似が言われている。舎利信仰は経筒を含む経塚造営にも
関わり、宋商人「博多綱首」の信仰対象とも関わる問題となる 17） 。
 17）	「大徳寺伝来五百羅漢図」及びそこに見える薩摩塔・舎利

信仰との関係については 2018 年 7 月 14 日実施 2018
年第一回早稲田古代史研究会田中史生報告（「古代末・中

世初期の西海道と南東と東アジア－『平家物語』・竹松遺
跡・薩摩塔－」」）より教示を受けたものである。
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「広州綱首」も「博多綱首」もその拠点とする地域では仏教への篤い信仰を示している。北宋時期
に既に広州で活躍を始めていた「綱首」はやがて博多にもその拠点をもつものが現れる。その信仰対
象となった五百羅漢や経塚造営には直接の関係性は見えない。だが羅漢信仰と舎利信仰の関わり、経
塚と舎利信仰の関わり等何らかの共通性を予想することができる。ここから貿易商人とともにもたら
された信仰が受容され、変容しながら拡散した一例として経筒を見ることもまた可能ではないだろう
か。

　付記：本稿は JSPS 科研費 JP26370833・17K03146 の研究成果の一部である。
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附表：『南華寺』（1990）図版・図版説明から判明する木彫五百羅漢銘文（含無銘文・360 体中
123 体分）

編号 銘文情報

2 無銘文

3 連州弟子呉世質，為男盤会保安吉。丁亥十月題

4 広州第一廂第一界……

5 無銘文

6 銘文被鑿

7 銘文摩滅

8 銘文被鑿（焼跡有り）

9 広州綱首陳徳安舎尊者、奉為先妣梁十五娘生界

11 銘文摩滅

12 銘文摩滅

13 広州第三廂弟子劉徳晟舎尊者保自身安吉□□□□

14 銘文被鑿

15 銘文被鑿

16 広州宝光寺□比丘道緣舎一尊供養，追□考妣，各愿生界

17 銘文被鑿

18 舎尊者一位，入南華寺供養……

20 ……南華寺供養。丁亥題……

22 広州第一廂第二界居住女弟子秦九娘，抽舎浄財、収贖羅漢一尊，入韶州南華寺供養，乞保平安。慶暦七年二月置

24 広州綱首樊密同母曹八娘，舎尊者南華寺供養，保安吉

25 慶暦八年正月広州第一廂，女弟子譚一娘，舎尊者一位入南華禅寺。永楽二十年□月，曲江河西信官董□□重粧。

成化十七年正月，弟子蕭道聰重粧飾

26 大宋国広州右第一廂第四界住止女弟子鄧氏六娘，謹抽浄財鎸造羅漢一尊，舎入韶州南華寺永充供養

27 広州女弟子郭三娘，贖造尊者，奉為先考郭十郎早生天界

29 衢州周中庸，舎尊者，保平安者

30 広州弟子張続，雕造尊者南華寺供養，奉為□□□氏一娘生界

33 泉州寄広州□子林徳有并妻呉十三娘、舎尊者南華寺供養，保母張五娘安吉

源流考略」、『韶関学院学報』社会科学、第 32 巻第 11 期、2011 年。

森克己（1938）「日支交通と船舶国籍証」、『交通文化』、1938 年（『新訂日宋貿易の研究』国書刊行会、1975 年／勉

誠出版、2008 年第二章第二節「来朝外国人の身分査照」収録）。

森井啓次（2008）「墨書宋人銘の書かれた経筒」『九州と東アジアの考古学―九州大学考古学研究室五〇周年記念論文

集―』下巻、2008 年。

羅香林（1933）「禅宗与曹渓南華寺」、『国立中山大学文史学研究所月刊』第一巻第四期、1933 年。



40

35 広州綱首陳徳安，収贖尊者南華寺供養，奉為先考陳十二郎生界。丁亥十一月題

36 広州綱首陳徳安，収贖尊者，奉為先妣梁十五娘，早生天界者

37 広州女弟子陳十四娘，贖造尊者南華供養，保平安者

40 泉州寄広州林徳有并妻□十三娘，舎尊者，為母親張五娘同保平安，南華供養

41 広州綱首樊密同母曹八娘，舎尊者南華寺供養，保寿永固

42 女弟子黄四娘，舎尊者入南華寺供養。奉為先考黄五郎、亡娘張二娘生界

46 広州清信女弟子□□娘同男陳□□，舎浄財収購羅漢一躯入韶州南華寺奉供養。慶暦五年□□乙酉八月日謹題

47 連州弟子呉世質，為男盤会保安吉。丁亥

48 広州甲辰生弟子劉延清同妻周氏十娘児女，于韶州南華寺供養

49 河西廂善政坊奉佛弟子彭普応同妻曹氏 , 男佛才佛貴装尊者 , 祈愿夫妻偕老，児女繁昌，世世生生常親佛会者。成化

十七年九月吉日日記

53 女弟子楊氏八娘，収贖彩絵羅漢□□，保安楽，永充供養

55 泉州寄広州弟子陳有成同妻呉二十五娘，為母親舎尊者入南華供養。八年題

61 衢州汪及，舎尊者保安吉

63 銘文摩滅

64 連州廖永昌，雕造尊者供養保安吉。丁亥題

66 広州綱首陳徳安，収贖尊者南華寺供養，奉為先妣梁十五娘早生天界。丁亥二月日題

73 無銘文

75 銘文摩滅

76 無銘文

77 無銘文

82 無銘文

87 広州開元寺僧思議，舎羅漢一尊入南華寺供養，□□佑□□□

93 無銘文

94 無銘文

96 無銘文

104 無銘文

109 無銘文

110 銘文摩滅

117 広州甲子生弟子楊縝同室陳氏七娘，舎尊者入南華寺供養，保慶家宅安康。□暦七年二月日題

118 銘文摩滅

127 無銘文

133 連州郭居弟子郭有英，雕造尊者，舎南華寺永充供養。慶暦六年十一日謹題

134 広州女弟子鄭氏二娘，舎銭収贖羅漢入南華寺供養。慶暦六年十月日謹題

136 広州女弟子張氏八娘，舎銭雕造南華寺五百羅漢一尊，永充供養。慶暦七年正月日

137 広州女弟子□□□□□□，舎羅漢入南華寺永充供養。□□□□□



41

139 広州弟子辜進，雕羅漢一尊，舎入南華寺充供養，乞保夫婦清吉。戊子謹題

140 広州庚戌生弟子楊琪同室朱氏四娘，舎尊者入南華寺供養，保者□□，慶暦七年二月日謹□

141 泉州寄広州弟子王保，雕造尊者入南華寺供養，奉為先考王十一郎生界。丁亥三月日題

143 広州女弟子蒲氏三娘，雕造舎羅漢一尊，入南華寺供養。謹題

147 ……収贖尊者舎入南華□□□□。慶暦七年□□□□

149 広州庚午生弟子□惟宗，収贖者入南華寺供養、慶暦七年二月日謹題

150 広州弟子王斉雕尊者，奉為亡室楊五娘□□

152 広州弟子兪□，収舎尊者入南華寺供養，乞保平□。慶暦八年二月日□

153 広州弟子王斉雕尊者一堂内六尊為自身清吉，舎入南華供養。丁亥慶贊訖

155 泉州弟子詹汝霖為母林十二娘，舎尊者南華供養。慶暦七年七月題

156 潮州客人弟子張文□□在広州住止，同鄭氏一娘并男女等，収贖尊者八位，舎韶州南華□□充供養，乞保平等。丁

亥年十二月日□

157 広州第一廂第五届住□庚子生弟子呉文亮，抽舎浄財収贖羅漢二尊，舎入韶州南華寺永充供養，乞保身田安吉。慶

暦七年十二月丁亥歳謹題

159 連州郭居弟子郭□□，雕造尊者、……年十一月

161 広州右第一廂第六□住癸□□□□氏二娘、雕造羅□□□□□□□□□□

162 広州弟子王□，雕造尊者舎□南華供養，奉為亡楊五娘生界

163 広州会首弟子楊□□、抄到女弟子呉氏十二娘，舎尊者南華寺供養，荐考生界。二月題

164 □界女弟子黄十二娘，持舎羅漢壱尊，□□李章李肇新婦□氏十娘、女李二娘□福，永充供養（焼跡有り）

165 泉州清信弟子邵宗俊，奉為在堂慈母張十八娘，謹舎聖者一尊，乞延寿平安、入南華充供養。慶暦八年閏正月題

166 無銘文

168 広州女弟子莫九娘，雕造尊者，入南華寺供養，乞保家眷清吉。丁亥三月日題

169 女弟子王氏五娘，収贖尊者一躯，舎入南華寺充供養。歳次丁亥謹記

170 広州綱首弟子樊密同母曹八娘，舎尊者南華寺，保平善者題

172 広州女弟子鄭氏二娘，舎銭収贖羅漢入南華寺供養。慶暦年六月十日謹題

175 泉州女弟子王二十九娘，収贖功徳為亡楊二十七娘追荐生界

176 大宋男弟子林景陽舎

179 広州会首弟子楊仁禧、抄到弟子潘文立，舎尊者入南華寺供養奉為先考生界。丁亥三月日

180 清信弟子余慶同妻鄧五娘、孫子師姑，舎羅漢一尊，入南華寺永充供養。丁亥歳謹記

181 泉州□□智誠并妻□氏二十五娘，舎尊者南華寺供養。保平安

184 広州女弟子曾五娘、三娘，雕造尊者入南華寺供養，奉為亡弟六郎生界。丁亥二月月題

187 広州綱首弟子樊密同母曹八娘，舎尊者南華供養，保安吉者

188 広州女弟□□氏二娘，雕造羅漢六尊，三尊為□舎入南華寺充供養

189 連州郭居蔡荐舎尊者南華寺，奉為先公四十郎、亡婆唐十六娘生界

191 広州女弟子楊氏二娘雕造羅漢三尊，乞自身清吉、舎入南華，永充供養

194 泉州黄智誠□妻童十五娘，舎尊者南華供養，保平安者

197 広州女弟子李氏三娘，舎尊者入南華寺供養，奉為四□三友。謹題
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199 広州弟子林□造羅漢一尊，舎入南華寺供養。奉為追荐先考二郎、先妣□十娘、夫□生界

200 泉州寄広州弟子李言，為先妣陳十五娘舎尊者供養

206 広州右第□□住止女弟子□氏三娘，謹舎羅漢壱尊，乞過去之中作□子之身□□

219 銘文摩滅

223 銘文痕跡残欠有

224 潮州客人弟子張□□，今在広州住止，同妻鄭氏一娘并男女等，収贖尊者八位，舎入韶州南華寺永充供養。丁亥歳

十二月日□

230 銘文摩滅

243 銘文摩滅

246 銘文摩滅

249 銘文摩滅

252 皇宋慶暦七年丁亥歳，広州男弟子林士明□

260 女弟子安氏一娘，舎銭雕造羅漢入南華寺供養，追荐亡夫□知兵馬使何二郎□界。丁亥歳五月日

262 広州女弟子曾二娘、三娘，舎尊者奉為亡弟六郎生界。丁亥題

264 無銘文

268 無銘文（焼跡有り）

271 広州弟子聶士昌，舎尊者入南華寺永□□、乞保孫子郭師□，安楽平善。丁亥年題

276 無銘文

284 銘文被鑿

288 無銘文

291 銘文被鑿

296 銘文被鑿

299 ……南華供養……

301 銘文被鑿

314 座前部被鑿

318 銘文被鑿

335 銘文摩滅

336 □□□□女弟子鄭氏二娘，謹舎銭収贖羅漢拾尊，入南華寺供養。慶暦六年十月題

354 ……永充供養……



43

Ink-written（墨書） name of Song in Kyozutsu( 経筒 ) and “gangshou（綱首）”

― with inscriptions of wubai luohan stautes（五百羅漢像） from Nanhua temple

 
of Shaoguan, Guangdong（広東省韶関南華寺） ―

ISHIGURO Hisako

　Some kyozutu（ 経 筒 ） have ink-written name of Song（ 宋 ）, these wre materials to show 

“Hakata-goshu / gangshou（ 博 多 綱 首 ）” is involved in the construction of kyozuka（ 経 塚 ）

and arrangements of it's buryings．“Hakata-goshu” appearing in Historical documents in 

Japan is a quite peculiar expression used as a self-proclaimed designation or the designation 

from others. However, the case of “gangshou（ 綱 首 ）” also exists in China, the inscription 

“Guangzhuo-gangshou （ 広 州 綱 首 ）”of Song wubai luohan（Five hundred arhats/ 五 百 羅 漢 ）

wooden statue, in Nanhua（南華）temple of Shaoguan（韶関）, Guangdong（広東） is the case. 

Usage such as Guangzhou-gangshou existed that’s why the Chinese merchant who set up 

the base in Hakata call themselves Hakata-goshu.The Hakata-goshu affects the construction of 

kyozuka and arrangements of it's buryings, and Guangzhou-gangshou has the economic power 

that can contribute plural wooden araht statues to Nanhua temple, also shows ardent faith to 

Buddhism. By this viewpoint, it will be possible to consider about acceptance of piety which 

is brought by trading merchant. 

Keyword：　　

　経筒（kyodutsu / a cylindrical container in which Buddhist scriptures are placed）　綱首（goshu/

gangshou）　 博 多（Hakata）　 広 州（Guangzhou）　 五 百 羅 漢（wubai luohan/gohyaku-rakan/five 

hundred arhats）　韶関南華寺（Nanhua-temple of Shaoguan）


